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  ０５４ 
提案機関名  普及指導部 

 

 

 要望問題名  ‘湘南レッド’の原種特性の解明と原種系統の維持管理について 

  

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

  ‘湘南レッド’は大磯町や川崎市橘など、県内各地で産地化され、直売品目としても栽培されている

が、近年は形状や大きさなどが本来の形質と異なってきており、販売にも影響しているとの産地、生産

者の意見がある。そこで、本年、大磯町での生育状況や収穫物の品質を確認したところ、多くの株が

甲高化しており、また少肥に抑えていても３Lクラスの球がほとんどという状況になっており、販売面に

おいても価格交渉で不利になっていることが確認された。 

現在、種子はサカタのタネで増殖しているが、特性の状況を早急に確認するとともに、原種特性の

変化があるのであれば、数年以内に構築しなおす必要があるので、過去採種した年度ごとの形質の確

認をまずお願いします。 

解決希望年限 
①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備 考 

 ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名 農業技術センター 担当部所 野菜作物研究課 

 

 対応区分 
 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 優良種苗の特性検定試験 

 対応の内容等 

 今年から、サカタのタネで生産されている湘南レッドの母球について、6 月にサカタの担当とこちらの

担当で本来の形状であるものを確認し、選抜を始めました。 

 今後も継続してサカタのタネで増殖している母球を確認するとともに、当所で栽培している原種につ

いても採種年度別に形質の確認を行います。選抜に際しましては、ご協力をお願いします。 

 解決予定年限 
 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備 考 

 


